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イノシシを丸ごと資源として使い切る
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村が合併し誕生した美郷町は、島根県のほぼ中央部に

位置する人口 4,787 人、2,243 世帯（2018 年 3月 1日現在）の小さな町である。

町内を流れる江の川は中国地方で最大の川であり、カヌーや鮎釣りが人気となっ

ている。また世界遺産にもなった石見銀山へ続く銀山街道の緑に囲まれた自然豊

かな地域である。町の高齢化率は約 45% と高く、人口減少も続いている典型的

な中山間地域である。

　獣害対策のスタート

　野生鳥獣による農業被害が全国的に問題化しはじめていた 1990 年代、美郷町

においても、イノシシによる農業被害が無視できないものになっていた。

　美郷町の鳥獣被害対策が、地域住民、農業者、狩猟者を巻き込んで、本格的に

始まったのが、1999 年（平成 11年）のことである。

　まずは当時の近畿中国四国農業研究センター（現：西日本農業研究センター）

から講師を招き被害対策の指導を受けた。この指導でイノシシという動物の生態

はもちろん、放任果樹や収穫残渣といった、野生鳥獣を呼び寄せている環境の問

題点や防護柵の設置・点検という野生鳥獣から農作物を守るための知識を学んだ。
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近畿中国四国農業研究センターの指導と助言
を参考に住民がつくった田んぼのトタン柵。
杭に横木をわたし強度を向上させるなどの工
夫が施されている

島根県美郷町
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　指導にあたった近畿中国四国農業研究センターの研究員の一人で、その後同町

に移住した井上雅央氏は、「住民向けの研修会は座学のみではなく、実際に畑に

出向き、実践で学ぶことが重要だ。受講直後は、自分も簡単にできるような気持

ちになるが、いざ実践しようとすると、柵の高さや支柱の間隔などの具体的な疑

問にぶつかり、諦めてしまう人も出てきてしまう。そうならないためにも、直接

畑で指導に当たることが大切なのである」と言う。

　この後 2013 年（平成 25年）に、美郷町と近畿中国四国農業研究センターは、

獣害対策の研究成果を全国に発信するための包括的研究連携協定を締結している。

▍他人まかせの鳥獣害対策

　被害対策に関する正しい知識を得るだけでは不十分である。効果的な被害対策

を行うためには、地域住民が被害対策に対する意識を共有し、かつ機能的な体制

づくりを同時に進めなくてはならない。

　旧邑智町での被害対策は、地域住民が意識を共有せず、また体制も十分に整っ

中国太郎とも呼ばれる江の川沿いに集落が形
成されている
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総面積　282.92㎢
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ていなかった。

　町役場へは「囲いわな」の設置に対する補助金が欲しいという農業者の要望が

数多く寄せられていた。しかし、それまでに仕掛けられた囲いわなでさえ管理が

行き届いていないものがあり、むしろ設置数は飽和状態であった。また、囲いわ

なにイノシシがかかっても処分するのは猟友会員を中心とする駆除班であり、こ

れに農業者が関わることはなかった。

　これは農業者が、補助金依存、猟友会依存、行政依存という三つの依存体質に

陥っており「町役場に言えば何とかしてくれる」「狩猟免許がある猟友会がしっ

かり駆除すればいい」といった考えにとらわれ、本当の受益者である農業者が主

体性をもってイノシシ対策に向かっていなかったのである。

　また、狩猟者も自然の恵みであるイノシシの狩猟を楽しみたい、冬のイノシシ

を獲って収入を得るという、鳥獣被害対策とは別の視点から捕獲を行っていた。

　自分の畑を荒らすイノシシが捕まりさえすれば良いと考えている農業者と、狩

猟者の利害は、一見似ているようで実際は一致しない。これは現在でも多くの地

域で見られる問題で、行政担当者は農業者と狩猟者の板挟みになり、人間関係の

調整に係るエネルギーの多くを費やすこととなり、本来行うべき部分まで手が

回っていないことが課題であった。

▍他人まかせをやめ農業者主体の対策へ

　このような依存体質を打破するために、町では1999年～2001年（平成11～

囲いわなの設置要望が多かったが
管理が行き届いていないものがあ
り、その後囲いわなへの補助（新
設）は廃止する
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13 年）までの間に以下の４項目を断行した。

① 猟友会に依存した駆除班組織を見直し、農業者を含めた被害対策に協力的な駆

除班組織に再編成

②農業者が自ら狩猟免許を取得することを奨励

③イノシシの尻尾による捕獲確認方法を職員の現地確認に変更

④対策費の削減など依存体質の脱却

▍駆除班組織の再編

　それまでの駆除班は、町から駆除依頼のみで猟友会へ指示がなされ、駆除班員

の調整などは猟友会が行っていた。このため猟友会と駆除班の線引きがあいまい

になり、狩猟と駆除の概念や猟友会と駆除班の立場の混同が起きていたが、これ

を調整した。まず駆除権限の既得権は町にあるとし、鳥獣行政のトップは町長と

し、町長の下に駆除班長、副班長（複数）、駆除班員（農家・猟友会会員）が付

き全体がピラミッド型の一つの組織となるように再編した。これにより駆除班組

織は被害対策のための組織であることが明確になった。

　2000 年（平成 12 年）には、自らで農地を守るという目標のもと狩猟免許を

取得した 29名の農業者が駆除班に加わった。被害対策の受益者は農業者であり、

主体性を持って自らの農地を守ることとなった。

島根県美郷町の駆除班体制

〈従来〉

役場・農家

駆除依頼・駆除班調整

駆除班（猟友会）

A班
＝A支部
＝A地域

デメリット
・駆除が猟友会まかせ
・縄張り意識が強く、組織力が弱い
・１人でいくつもの檻を管理

メリット
・イノシシ肉の安定供給
・組織力の向上
・駆除環境の充実
・農家も駆除に参加

〈現在〉

見直し 町長

駆除班長

副班長（複数）

駆除班員（農家、猟友会員他）

（ピラミッド）

B班
＝B支部
＝B地域

C班 D班

（タコ足）
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▍確認方法を現地確認に

　イノシシが駆除されると、1頭につき 6000 円の捕獲奨励金が町から駆除班

員に対し支払われており、1999 年（平成 11年）度は 732 頭を捕獲したものの、

小さな美郷町にとっては大きな負担となっていた。

　そこで美郷町では、それまで、駆除班員が持ち込む尻尾によって行っていた駆

除の確認を、町職員による現地確認に切り替えるとともに、現地確認の台帳には、

捕獲日時、捕獲場所、捕獲方法、捕獲者、確認者である役場職員などのデータが

蓄積され、これが被害対策の改善につながった。また、後にイノシシ肉を資源と

して流通させることになった際には、捕獲履歴を追う上で重要な仕組みとなった。

▍効果の低い被害対策の廃止

　費用対効果の低い対策の見直しとして、一斉駆除の出動手当の廃止がある。一

斉駆除とは県が中心となり狩猟者が山に一斉に入りイノシシを駆除する取り組み

であり、この際の狩猟者への出動手当を廃止した。

　また、　囲いわなは一度に複数頭を捕獲可能であることが利点であるが、移動

が困難で設置費用も高額であるため、すでに設置されているものを活用すること

とし、新規に設置するわなは、移動も簡単で、設置費用も比較的安価な箱わなに

変えることでコスト低減に努めている。

イノシシの駆除確認をすべて現地
確認に変更し、正確な捕獲情報を
収集した
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　駆除イノシシの資源化  おおち山くじら生産者組合の誕生

　町は、自分の農地は自分で守るという意識を浸透させ、駆除班を再編成し、こ

れに並行してイノシシの活用にも着手した。

　2000 年（平成 12 年）ごろ駆除の現場に駆けつけた役場担当者（安田亮氏）

は、住民たちが民家の軒下で駆除したイノシシを解体し、楽しそうに分かち合う

姿を目の当たりにして、イノシシは害獣ではなく資源であり、その先は地域づく

りにつながっていることに気がついた。

　被害対策の一貫として捕獲されたイノシシとは、春から秋に捕獲された個体で

夏イノシシのことである。一般的に美味しいとされる冬場のイノシシ肉ではない

ため夏イノシシが食肉として適しているかという課題が浮上した。

　そこで 2001 年（平成 13年）から近畿中国四国農業研究センター、大阪府環

境農林水産総合研究所、食とみどりの総合技術センターと協力して夏イノシシの

肉のサンプルを分析し、データ解析に取り組んだ結果、冬イノシシ肉に比べて脂

肪酸やアミノ酸含有量に劣るが、高タンパク・低脂肪の肉であることがわかった。

　その後 2003 年（平成 15年）には「生体搬送」が実用化され、温度管理が可

能で、解体処理の人材など環境の整った処理施設までイノシシを生きたまま運ぶ

ことで、高品質な肉を確保できるようになった。

捕獲したイノシシは生体のまま処理施設に搬送する
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小型檻に移すときは、まず周囲にブルーシートなど
を巡らせて目隠しするとイノシシが落ち着く。囲い
わなの入り口に対面させるように小型檻を置く

まず小型檻の入り口を開け、次に囲いわなの
入り口を開ける。イノシシは視界が開かれた
方に移動する習性があるので自分で小型檻に
入る。その後、檻の入り口を閉めて完了

一般的な箱わなから小型檻に入れるときも
同じ方法になる

竹竿を 2本挿せば運びやすい。右の写真のような
小型のクレーンがあれば、一人で軽トラに載せる
こともできる

移動用小型檻による生体搬送

1 2

箱わなや囲いわなでイノシシを捕まえたら、小型の檻に移すと捕殺作業がやりや
すくなる（銃猟免許を持つ人がいなくてもナイフなどで捕殺できる）。肉の鮮度
を良くするため、捕まえたイノシシを生きたまま処理施設へ運ぶのにこの小型檻
を利用している。
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　そして翌年の2007年（平成19年）、被害対策の促進と駆除したイノシシの有

効利用に加え研究機関への肉のサンプル提供、地域活性化などを目的に駆除班員

62名により「おおち山くじら生産者組合」が誕生する。（「おおち」という名は

旧邑智町の邑智を意味する。）島根県中央部の邑智郡がイノシシの産地、ブラン

ド化していくという思いがその名前には込められている。

　おおち山くじら生産者組合の取り組みは、イベントでの PR活動や町内の学校

給食でのイノシシ肉の利用（2005 年）、閉鎖した給食センターを利用した惣菜

製造や、加工食品の製造（2007 年）、皮革活用など、地域住民を巻き込みなが

ら徐々に広がっていった。

　また、東京に本社を構える獣肉卸売等を手がける株式会社クイージとの業務提

携と支店の誘致、残渣の飼料化による処理費用の低減など、新たな取り組みも

次々に始まっている。

学校給食にも採用されたカモ処理施設を再利用したイノシシ
加工処理施設

ブランドロゴ 山くじら倶楽部　弁当や加工品を開発製造

11



1　島根県美郷町

　女性が動けば鳥獣被害対策は進む

　「鳥獣被害対策は男がするものだと思っていましたが、ある日、『鳥獣害でいい

先生がいるから講演会してみないか？』と亮ちゃんに言われたのがきっかけね」

吾郷（あごう）地域婦人会の会長、安田兼子氏は振り返る。ちなみに “ 亮ちゃ

ん ” というのは美郷町役場産業復興課の安田亮氏のことで、長い付き合いから親

しみを込めてそう呼んでいる。獣害を防いで家庭菜園で穫れたものが食べられる

ようになれば…。そういう気持ちで 2005 年（平成 10年）２月に講演会を実施

することになった。「男性の方も興味があるかと思い『私たちだけでなく皆さん

もいかがですか？』と自治会長さんにお話したら 80名ほど集まることになりま

した」

　指導したのは井上雅央氏（当時：近畿中国四国農業研究センター）。“100歳に

なっても楽しい畑づくりをしよう ” というキャッチフレーズを掲げ、とても分か

りやすい講演会だったという。安田さんから、講演会のお礼と、今後も勉強させ

て欲しいという想いを井上氏に伝えたところ、全面的に獣害対策の協力を仰げる

ようになった。その後、婦人会の研修農場「青空サロン畑」を開設。柵、ネット

青空サロン畑

獣害対策と省力で高齢になっても作業
ができることを目標にしている
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13

　　　　　青空サロン市場

　獣害を防いで収穫できたものは、婦人会の女性たちによって毎週水曜日の早朝に１

時間だけ開かれる、「青空サロン市場」に並べられる。ボランティアで運営されてお

り、ランニングコストも数百円程度の電気代のみであり、土地は無償貸与のため固定

費はほとんどかかっていない。

　青空サロン市場は、鳥獣害に負けない畑作りを実践している婦人会が、つくった野

菜を売る楽しさを味わうことを目的としている。キウイ、アズキ、ヤマイモなど種類

はさまざまで、1袋 50円～ 200 円前後の価格で販売している。並べた瞬間から次々

に売れていき、売上金の 20％は婦人会の活動費に充て、残りは出荷した人の収入に

なる。少しでも収益が得られるのはうれしいし、野菜を出荷し、並べて見てもらうだ

けでも楽しいと言う。

　青空サロン市場内の中央にあるメインテーブルには、おにぎり、惣菜パン、味噌

汁、スイーツなど個々で用意してきた料理が並ぶ。役割を分担し、調整して用意する

という。それぞれを皿に盛り、世間話に花を咲かせながら朝食を共にする。

　青空サロン市場の魅力は、地域住民が定期的に集まるところにある。毎週ここに必

ず人が集まるので、行政職員からは「ここに来ると情報が集まる」と言われるほどの

重要な活動拠点になっている。婦人会の会員はここに集まることを楽しみにしてい

る。みんなが楽しく集まれる場があれば、住民の絆は強くなる。

　こういった活動を鳥獣被害対策の視察で訪れる人々に紹介することが、住民にとっ

て、青空サロンに取り組む自信にもつながっている。

コラム

青空サロン市場は貴重な
情報交換の場にもなって
いる

獣害から守った証しのカキ
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の設置や食害に遭わない栽培方法を実践してきた。メンバー各自が実践すること

で、全員に獣害対策のノウハウが身についた。

　１年目は「獣害から守る畑」をテーマに掲げて対策を行ったが、完全に防ぐこ

とはできなかった。２年目は農場に獣が入ってこないように、電気柵やトタン板

の柵を設け、上部はサルが入りにくいようにネット（猿楽君）を張るなど改良を

重ね、獣がなぜ里におりてくるのか、どうすれば田畑に近づかないかをみんなで

楽しく勉強して「いい野菜をつくろう」と対策に励んだ結果、被害が発生しなく

なった。「男性は話を聞いても、そこから広がりにくいけど、女性の場合は、聞

いた話を家族や友人にまた話すでしょう。この後で自らを取り組むのは女性が多

いですね。」と安田兼子氏は言う。

　婦人会の女性たちが一歩を踏み出し、家庭菜園を守りたいという思いから始

まった獣害対策をさらに発展させ、町内近隣の他の地区まで広がった。「自分の

畑だけ被害にあわなければいいという気持ちではダメですね。みんなが一緒に

ならないと。私たちは、講演会で教わった内容を皆で共有し、よく話しながら対

策を行ってきました。それによって地域のつながりも強くなったのは間違いあり

ません。テレビでも鳥獣被害対策をやっていますけど、私たちからすれば、もっ

と鳥獣被害対策について勉強すべきだと思います」と笑う。また青空サロン畑は、

町の研修会の会場や全国各地からの視察者が訪れる拠点として大活躍しており、

毎年 10月に開催される「青空サロン収穫祭」は地元のみならず、情報交換など

を目的に全国各地からここで学んだ仲間が集まる一大イベントとなっている。

獣害に負けずに収穫できた喜びをわかちあう
収穫祭には、地域住民だけではなく、県外か
らもここで学んだ方々が参加する

青空サロングループ代表の安田兼子氏
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　　　　イノシシを皮まで利活用する

　イノシシの利活用の一環として、2012（平成 24）年から婦人会のメンバーで「青

空クラフト」の下でイノシシの皮革製品を作っている。これは『イノシシを最後まで

利用する』という利活用の目標のもと、脂が乗っていない夏のイノシシの皮は皮革化

しやすいという特徴を活かして実施している。縫製工場があったこの町では、昭和の

手仕事が息づいており、革職人からの指導もあって、婦人会のメンバーはおしゃべ

りを楽しみながら革小物をつくっている。比較製品の種類が豊富で、名刺入れ、ペ

ンケース、小銭入れ、キーホルダーなど 20種類を超える。今では商品企画から、裁

断、縫製まですべて自分たちで行っている。「皮」から「革」になるまでの流れは、

町内の処理施設でイノシシを処理する際に、塩漬けにした原皮を一定量溜めて、専門

のなめし業者に送る。なめされた革は、婦人会が買い取っている。野生の生き物ゆ

え、キズがあったり、きめ細かさが違ったりなどの個体差はあるが、それも個性とし

たオンリーワンの革製品をつくって、美郷町のみで販売している。そんな希少性も売

りだし「90歳のおばあちゃんがつくった」と話せば、これがさらに付加価値となっ

て、つくられるまでの物語が形成されることになる。

　これまでにも企業からの製作依頼もあったというが、収益は、婦人会での「お盆の

団子代」程度で、あとは原料のイノシシ革を買うための資金だという。お弁当やお茶

を一緒にしながら楽しく集まって話をしながら手仕事ができればそれで十分。青空サ

ロン市場をはじめ、地域住民が楽しく活動しているということが美郷町で大切にされ

ている。それを視察に来る色々な人たちに知ってもらうことで住民にとって大きな自

信にもなっている。

名刺入れや、ペンケースなど、一点一点をメンバーが裁断、縫製、仕上げの加工をする。ネッ
ト販売等はせず。ここに訪れた人だけが購入できる

コラム
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1　島根県美郷町

　イノシシ肉だけじゃない。保育所も利活用

　東京に本社を持つ株式会社クイージは、コンサルティングも行う獣肉卸業者で、

美郷町は 2014 年（平成 26年）からこの会社と業務提携し、製造体制の安定化

と販路の拡大を行ってきた。2015 年（平成 27 年）には美郷町にクイージの支

店が開設され、2016 年（平成 28 年）４月からイノシシ肉を使った缶詰の製造

を開始している。

　株式会社クイージ美郷支店は、1968年（昭和43年）に建てられ2011年に閉

園となった保育所の建物をリノベーションして使用している。玄関には「乙原保

育所（おんばらほいくしょ）」と書かれた看板、両サイドには「おおち山くじら

缶詰製造工場」「株式会社クイージ美郷支店」の看板が出迎えてくれる。保育所

の給食室は缶詰工場になり、保育室が事務所として活用されている。保育所当時

から飾りつけられている壁絵が当時の雰囲気をそのまま残している。これまでも

あるものを活用してきた美郷町らしい取り組みである。

閉鎖した保育所を活用した缶詰製造加工場とクイージ美郷支店。
イノシシの処理施設と同様に地域にある遊休施設を活用している
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1　島根県美郷町

　イノシシの残渣は飼料化

　イノシシを解体した場合、その全てを食用として販売することは難しい。美郷

町の場合、以前解体の際に出た骨や 、内臓などの残渣は産業廃棄物として処分

するしかなく、１kg あたり 50円を支払い、処理業者に処分を依頼していた。

　しかし、平成 28年 9月に「飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令」

の一部が改正されたことにより、それまで使うことの出来なかったイノシシに由

来するタンパク質を飼料として利用することが可能となり、これを機に美郷町で

はいち早く飼料化に取り組むことになった。

　なお、飼料化が可能になったが、飼料化にあたっては省令の基準を遵守し、飼

料の安全性を確保する必要がある。

　このため、イノシシ由来たん白質を飼料利用するためには、BSE 対策の観点

から、飼料原料に牛の特定危険部位等が混入することを防止するとともに、牛用

飼料に動物由来たん白質等が混入することを防止することが重要である。また、

家畜衛生や畜産物の安全確保の観点から、家畜伝染性疾病に感染している疑いの

ある個体や鉛製銃弾の除去等の管理も重要となる。

▍イノシシ由来たん白質の飼料利用に伴うリスク管理措置ポイント

　イノシシ由来のたん白質を飼料に利用するには、いくつかのポイントがあるが、

美郷町ではどのように対応しているのだろうか。

● 捕獲前に既に死亡していたイノシシや外見及び挙動に異常が認められるイノシ

シは、飼料利用しない。

➡当たり前のことではあるが、病死が疑われたり、病気が疑われる個体は利用し

ない。もちろん美郷町でもこのような個体は利用しない。

● 狩猟者は、捕獲したイノシシを他の野生鳥獣と分別して、食品衛生法に基づく

都道府県知事の許可を受けて食肉処理業を営む者がイノシシ等の野生鳥獣の解

体処理を行う施設（以下「獣肉処理施設」という。）又はレンダリング事業場

に運搬する。

➡美郷町の処理施設ではイノシシのみを解体処理しているので、イノシシと他の

野生動物と混ざることはない。
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1　島根県美郷町

● 獣肉処理施設は、イノシシと他の野生鳥獣の処理工程を分離するとともに、イ

ノシシの処理残さを分別管理する

➡これも前述のとおり美郷町ではイノシシのみを処理しており、他の野生鳥獣と

処理工程が混ざることはない。

　さらに美郷町の場合は、色分けされたビニール袋で残渣を分類した後、ストッ

カーも分けて保存している。また皮革利用の原皮を保管していた場所（処理施

設と別の建物）を活用し専用の保管場所としている。このストッカーに 200 ～

300kg ほど原料が溜まったところで、広島県のレンダリング業者に回収を依頼

している。

● 獣肉処理施設は、イノシシの処理残さを出荷する際に原料供給管理票を添付す

る

➡適切に処理されている。

● イノシシ由来たん白質を豚等用飼料に利用するためには、肉骨粉等の製造段階

において、事前に、原料受入の分別状況等に関する農林水産大臣の確認が必要

（既に豚由来たん白質の大臣確認を受けている場合は、原料収集先の変更の届

出が必要）

➡適切に処理されている。

● イノシシを捕獲する狩猟者がイノシシを直接レンダリング事業場に運搬する場

合には、イノシシ以外の動物の混入がないことが目視で確認できるもののみ利

用可能

➡適切に処理されている。

● イノシシの体内に残存する銃弾は、狩猟者又は獣肉処理事業者が確実に除去し

た上でレンダリング事業場に運搬する

➡美郷町では生体搬送したあと止め刺しを行うがこの時、銃は使わない。また、

銃による止め刺しをした個体が持ち込まれたときは、着弾部分の除去を行ってい

る。

●レンダリング事業場以降は、現行の豚由来たん白質と同等に管理

➡適切に処理されている。

　飼料に使えない部分はこれまでどおり産業廃棄物として処理していたが、この

飼料化が軌道にのれば、これまで廃棄物処理にかけていた費用を低減できると期

待されている。
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　　　　イノシシを扱う仕事に興味を持った

　現在、イノシシの解体処理を担っているのは、「株式会社おおち山くじら」の
じ

亮
りょう

氏で 2016 年の７月から美郷町に移り住んでいる。中国やヨーロッパ、日本各地を渡

り歩いてきた 氏が美郷町に移り住んだ理由は、「獣害の取り組み」と「イノシシ」
だった。2016 年当時、美郷町の地域おこし協力隊のブログで「一緒にイノシシ肉の

事業を手伝ってくれる人募集」という書き込みが目に入り、まずは話だけでも聞いて

みようと１本のメールを送ったことがきっかけとなり、現在に至っている。

イノシシ処理施設で働いていて思うこと

「ここへ最初に来たとき『若いから何も分からないだろう、力仕事でもしろ』という

ことは一切ありませんでした。『任せるからやってみなさい』と、この地域で 10 年

以上前から地域の人が盛り上げている大切な取り組みを任せてくれています。やり甲

斐を感じるし、とても感謝しています」と話す。何かあってもサポートしてくれた

り、助言をしてもらえるような風通しのいい環境が整っている。今後の目標は、たく

さんの人にイノシシ肉を扱う仕事を知ってもらい、魅力を感じてもらうこと。「肉の

処理仕事はいわゆる３K。『きつい』『きたない』『きけん』がすべて当てはまってい

ます。志がないと難しい仕事だし、大きく稼げるわけでもない。獣害とされていたイ

ノシシが「地域の資源」となるのは嬉しい。今後はもっと処理プロセスを工夫し、容

易に衛生的に処理できるような環境を整えることが課題です。もっと改善していける

部分はたくさんあるので、この仕事に興味を持ってもらい、働いて良かったと思える

ような仕事にしていきたいです」と話す。

大切な仕事を任されていることにやりがいを感じると 亮氏

コラム
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1　島根県美郷町

▍事業を継続していくこと

　冒頭で述べたとおり美郷町は高齢化が進んでおり、山くじらの取り組みについ

ても、いわゆる担い手、事業承継は重要な課題である。そこで町は 2014 年（平

成 26年）に定住を視野に入れ、後継者として従事してもらうことを目標に、地

域おこし協力隊を迎え入れた。協力隊のミッションは、山くじらを地域ブランド

とした「地域の活性化」であった。

　隊員は任期の間、新たな雇用を生み出すことを目標におおち山くじら生産者組

合で活動を展開した。隊員の努力はもちろんのこと、地域住民の協力もあり、協

力隊など 3名が定住した。

　若者の定住と企業の誘致により、事業承継の目処がたち、2017 年（平成 29

年）におおち山くじら生産者組合（2018 年 2月に解散）の事業は、新会社であ

る株式会社おおち山くじらに引き継がれた。

「この仕事を続けて、みんながちゃんと生活が
できるようにしたい」地域おこし協力隊を経
て定住した森田氏

缶詰はスジ肉や夏場の脂の少ない肉を活用。
洗練された味で人気が高い
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　山くじらを軸にひろがる地域のチカラ

　美郷町ではイノシシを軸に、地域にあるものを探し、それを組み合わせて融合

し、新しいものを生み出すことで地域を活性化している。

　かつて「害獣」として憎まれ役だったイノシシは、資源化されて “山くじら ”

となり、住民を笑顔にし、雇用を生み、地域住民のつながりを強いものにした。

獣害対策としては、被害がなくなることがゴールのように思える。しかし、「獣

害対策にゴールはない」と、美郷町役場の安田亮氏は言う。また、「現状のベス

トの状態から高齢化がすすみ、耕作放棄地も増えることが予想され、獣害対策も

手薄になってしまう。このため、獣害対策と地域づくりには密接な関係にあり

『持続可能な町づくり』が重要なのだ」と言う。つまり住民がキラキラと輝き、

評価される環境にし、活気を持続させることである。獣害対策は地域活性化とイ

コールで、地域住民に活気がなければ獣害に立ち向かえない。

　美郷町は「自力で解決できなければ意味がない」と、住民主体で対策に取り組

んできた地域であり、少しずつ身の丈にあったことを行ってきた。そして『自分

たちの力で畑を守る』という成功体験を積み重ねてきたことが地域住民の誇りと

自信となってきた。この自信は新たな取り組みに向かう原動力となっており、そ

れがまた地域の活性化につながっている。
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